















































































































?????? ?．》 ???、 ??? ??????
??
??????』?》。《?????
???‐‐ ‐ ‐ ? ‐‐‐‐‐‐‐ 」
??
















































































































































??????? ??ー?????? ????《????????、?????? ??????。》? ??…、
???????
???? ?????《?? ????????????》??…????? ???? ? ー??? 、??? （ ???????，????????????。．?? ??? ー 【》 ? っ???? 。 ?、?? ? 《?? ー》 ??? 『 ?? 』『。? ???????????』??、????、?
(授業で使用したワークシート）
－12－
再テストというシステムをつくる。（法家）
A:他国のことを知り，他国の立場にたって自国を
みつめなおすことで自国の課題がみつかる。そ
の課題を解決するにはどうしたらいいかを若者
に考えさせ，選挙に関心をもたせて投票率を上
げるj｣(墨家）
また，参観者からは「生徒が授業外での学習をし
っかりしてきている｡」といった感想もあがった。
今回の授業ではグループワークを個々人が内面化
することでまとめとしたが，質疑応答の中にもあっ
たように，今回の内容の場合，クラス全体に議論の
輪を広げる選択肢もあったjそのことは選択肢にも
上らず，意識できなかった。ファシリテーターとし
て，展開に応じて臨機応変に生徒の活発な活動を助
けることができれば，より良い成果が生徒に実感さ
れたかもしれない。これは今後の課題である。
その一方で，生徒の感想には「中国思想が現代の
課題を考える時に活かせると考えてもみなかった」
｢思想をそのまま使うことはできないが通じる部分
はあった」などという言葉もあり，漢文と現在の社
会との間につながりを見出すきっかけ作りはできた
のではないかと考える。
また，伊井教諭からは，漢文に発問の視点を持つ
こと自体がまず大切だということ，その意識が本文
の読み解きに終始しがちである普段の授業にも，学
びの意義を見出す糸口になると激励していただいた。
4．今後の指導にあたり
今年度は授業案，授業そのものを見てもらい，助
言をいただく機会に恵まれた年であり，上記の授業
を練り，構成していく中で，自分自身の指導につい
て視野の狭さ，展開力の不足など，多様な課題が見
つかったことが，自己研鎖のための気づきになった
と言える。助言いただいた方々や，協議した同僚に
感謝したい。
この他者からの視点，客観的指摘は，時間や仕事
量などの制約で，普段得られるものではない。その
ため，研修と研究授業を経た今，意識しなければな
らないことは，これらを自律的に行っていくこと，
自主的な振り返りや反省ができるような客観的視点
を自ら持ち続けることである。そのためにも，指導
の記録をつけること，成果と課題を『見える化」す
ることは必要不可欠だと考える。研究と修養を常に
意識し,今回の紀要も今後の教員生活の糧としたい。
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